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(57)【要約】
  折り畳み可能なトッププレス式バルーン構造（１０） 
であって、眼球の筋膜内に設けられるように構成される 
バルーン本体（１００）と、自己閉鎖可能なドレナージ 
部材（２００）とを含み、バルーン本体（１００）は、 
生理食塩水または空気が充填されるバルーンキャビティ 
を有し、バルーン本体（１００）は、平面状を呈する第 
１表面（１１０）と、曲面状を呈する第２表面（１２０ 
）と、を有し、バルーン本体（１００）は、第１表面（ 
１１０）に沿う高さが０．２ｃｍ～２．０ｃｍであり、 
ドレナージ部材（２００）は、バルーン本体（１００） 
の第２表面（１２０）に接続され、且つバルーンキャビ 
ティに連通する。当該折り畳み可能なトッププレス式バ 
ルーン構造（１０）は、眼球の筋膜下で埋め込まれ、バ 
ルーン本体（１００）の内部に媒体を充填することで裂 
孔をトッププレスして密閉する。
【選択図】図１

審査請求　有　予備審査請求　未請求　（全14頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 眼 球 の 筋 膜 内 に 設 け ら れ る よ う に 構 成 さ れ る バ ル ー ン 本 体 と 、 自 己 閉 鎖 可 能 な ド レ ナ ー  
ジ 部 材 と を 含 み 、 前 記 バ ル ー ン 本 体 は 、 生 理 食 塩 水 ま た は 空 気 が 充 填 さ れ る バ ル ー ン キ ャ  
ビ テ ィ を 有 し 、 前 記 バ ル ー ン 本 体 は 、 平 面 状 を 呈 す る 第 １ 表 面 と 、 曲 面 状 を 呈 す る 第 ２ 表  
面 と 、 を 有 し 、 前 記 バ ル ー ン 本 体 は 、 前 記 第 １ 表 面 に 沿 う 高 さ が ０ ． ２ ｃ ｍ ～ ２ ． ０ ｃ ｍ  
で あ り 、 前 記 ド レ ナ ー ジ 部 材 は 、 前 記 バ ル ー ン 本 体 の 第 ２ 表 面 に 接 続 さ れ 、 且 つ 前 記 バ ル  
ー ン キ ャ ビ テ ィ に 連 通 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 折 り 畳 み 可 能 な ト ッ プ プ レ ス 式 バ ル ー ン 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ド レ ナ ー ジ 部 材 に お け る 一 表 面 は 、 前 記 第 １ 表 面 と 共 面 で あ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 折 り 畳 み 可 能 な ト ッ プ プ レ ス 式 バ ル ー ン 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ド レ ナ ー ジ 部 材 は 、 ド レ ナ ー ジ 管 及 び ド レ ナ ー ジ 弁 を 含 み 、 前 記 ド レ ナ ー ジ 弁 は 、  
前 記 ド レ ナ ー ジ 管 を 介 し て バ ル ー ン 本 体 に 接 続 さ れ 、 且 つ 前 記 バ ル ー ン キ ャ ビ テ ィ に 連 通  
す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 折 り 畳 み 可 能 な ト ッ プ プ レ ス 式 バ ル ー ン 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ド レ ナ ー ジ 弁 の 外 面 は 曲 面 状 を 呈 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 折 り 畳 み 可 能 な ト ッ プ プ レ ス 式 バ ル ー ン 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ド レ ナ ー ジ 弁 は 筒 状 構 造 を 呈 し 、 且 つ 、 前 記 ド レ ナ ー ジ 弁 は 、 径 方 向 サ イ ズ が 前 記  
ド レ ナ ー ジ 管 に 接 続 さ れ た 一 端 か ら 対 向 す る 他 端 へ 徐 々 に 減 少 し て い る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 折 り 畳 み 可 能 な ト ッ プ プ レ ス 式 バ ル ー ン 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ド レ ナ ー ジ 弁 は 最 大 径 方 向 サ イ ズ が ０ ． １ ｃ ｍ ～ １ ． ０ ｃ ｍ で あ り 、 最 小 径 方 向 サ  
イ ズ が ０ ． １ ｃ ｍ ～ １ ． ０ ｃ ｍ で あ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 折 り 畳 み 可 能 な ト ッ プ プ レ ス 式 バ ル ー ン 構 造 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ド レ ナ ー ジ 管 の 管 径 は 、 前 記 ド レ ナ ー ジ 弁 の 最 小 径 方 向 サ イ ズ よ り も 小 さ い 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 折 り 畳 み 可 能 な ト ッ プ プ レ ス 式 バ ル ー ン 構 造 。
【 請 求 項 ８ 】
　 固 定 体 を さ ら に 含 み 、 前 記 固 定 体 は 、 前 記 バ ル ー ン 本 体 の 第 ２ 表 面 に 接 続 さ れ 、 前 記 固  
定 体 の 外 向 き の 端 部 は 丸 み を 帯 び て い る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 折 り 畳 み 可 能 な ト ッ プ プ レ ス 式  
バ ル ー ン 構 造 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 固 定 体 の 数 は 、 少 な く と も ２ つ で あ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 折 り 畳 み 可 能 な ト ッ プ プ レ ス 式 バ ル ー ン 構 造 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 少 な く と も 一 対 の 前 記 固 定 体 は 、 対 向 位 置 で 配 置 さ れ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 折 り 畳 み 可 能 な ト ッ プ プ レ ス 式 バ ル ー ン 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 視 覚 的 修 復 の 分 野 に 関 し 、 特 に 折 り 畳 み 可 能 な ト ッ プ プ レ ス 式 バ ル ー ン 構 造  
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 網 膜 剥 離 は 視 力 に 深 刻 な 影 響 を 与 え る 疾 患 で あ り 、 起 因 に よ り 裂 孔 原 性 網 膜 剥 離 、 滲 出  
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性 網 膜 剥 離 及 び 牽 引 性 網 膜 剥 離 に 分 類 さ れ る 。 網 膜 剥 離 が 一 旦 黄 斑 領 域 に 病 変 す る と 、 患  
者 の 視 力 に 非 常 に 直 観 的 に 影 響 し 、 さ ら に 失 明 さ せ る 。 現 在 、 臨 床 的 に 網 膜 剥 離 を 治 療 す  
る 従 来 方 法 と し て 、 強 膜 バ ッ ク リ ン グ 手 術 及 び 硝 子 体 切 除 術 が 知 ら れ て い る 。 新 し い 、 単  
一 の 明 確 な 位 置 を 有 す る 裂 孔 に は 、 強 膜 バ ッ ク リ ン グ 手 術 を 選 択 す る こ と が で き る 。 手 術  
中 、 裂 孔 の 位 置 を 正 確 に 位 置 決 め し 、 眼 球 壁 に バ ッ ク ル で シ リ カ ゲ ル パ ッ ド を 固 定 し て 内  
向 き に ト ッ プ プ レ ス し て 裂 孔 を 密 閉 す る こ と に よ り 、 治 療 効 果 が 実 現 さ れ る 。 こ の 方 法 に  
よ る 眼 球 へ の 損 傷 が よ り 小 さ い 。 異 な る 部 位 に 複 数 の 裂 孔 が 同 時 に 現 れ る 患 者 に つ い て は  
、 硝 子 体 切 除 術 を 採 用 し て 内 部 か ら 治 療 を 行 っ て 、 複 数 の 裂 孔 を 密 閉 す る 必 要 が あ る 。 し  
か し 、 こ の 方 法 に よ る 眼 球 の 内 部 へ の 損 傷 が 大 き い た め 、 手 術 後 、 治 癒 す る ま で 眼 内 に 媒  
体 を 充 填 す る 必 要 が あ る 。 ま た 、 こ の ２ 種 類 の 方 法 は 、 患 者 の 病 状 の 重 症 度 に 応 じ て 異 な  
る 選 択 肢 で あ り 、 強 膜 バ ッ ク リ ン グ 手 術 に よ っ て 正 常 に 治 癒 で き な い 場 合 、 硝 子 体 切 除 術  
を 選 択 し て 引 き 続 き 治 癒 す る こ と が で き る が 、 硝 子 体 切 除 術 の 手 術 結 果 は 不 可 逆 的 で あ る  
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 技 術 で は 、 米 国 特 許 出 願 公 開 第 ２ ０ １ ０ ／ ３ ０ ５ ６ ９ ４ 号 明 細 書 で は 、 強 膜 バ ッ ク  
ル が 記 載 さ れ て い る 。 当 該 バ ッ ク ル の 設 計 は 手 術 過 程 に お け る 複 数 の 部 位 の 縫 合 の 問 題 を  
重 点 的 に 解 決 し た が 、 そ の 治 療 の ア イ デ ア が バ ッ ク ル の 概 念 を 突 破 で き ず 、 手 術 の 手 法 が  
よ り 最 適 化 さ れ た に 過 ぎ な い た め 、 バ ッ ク ル 手 術 の 欠 陥 が 解 決 さ れ て い な い 。 米 国 特 許 出  
願 公 開 第 ２ ０ １ ８ ／ １ ８ ５ ２ ８ ８ 号 明 細 書 で は 、 物 質 及 び 当 該 物 質 を 眼 球 の 硝 子 体 腔 内 に  
注 入 す る 装 置 が 記 載 さ れ て い る 。 こ の 物 質 は 、 硝 子 体 腔 内 液 の 流 動 速 度 を 遅 く し 、 内 液 の  
粘 度 を 増 加 さ せ 、 浸 出 液 を 自 動 的 に 吸 収 さ せ 、 治 療 効 果 を 達 成 す る こ と が で き る 。 し か し  
、 こ の 物 質 の 作 用 す る 部 位 は ね ら い が は っ き り し て お ら ず 、 こ の 物 質 は 硝 子 体 腔 内 の 代 謝  
バ ラ ン ス に 作 用 し 、 且 つ 、 そ の 手 術 は 眼 内 硝 子 体 に 関 し 、 外 科 手 術 に よ る 人 間 の 目 の 自 然  
な 硝 子 体 へ の あ ら ゆ る 介 入 は 不 可 逆 的 で あ る た め 、 こ の 手 術 に よ る 患 者 の 硝 子 体 へ の 損 傷  
も 甚 大 と な る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ れ に 基 づ い て 、 手 術 の 切 開 範 囲 を 小 さ く し 、 眼 外 筋 を 伸 ば さ ず 、 患 者 の 手 術 後 の 不 快  
感 が な く 、 手 術 の 操 作 が 簡 単 で 、 難 易 度 が 低 く 、 手 術 に 必 要 な 時 間 が 短 い 折 り 畳 み 可 能 な  
ト ッ プ プ レ ス 式 バ ル ー ン 構 造 を 提 供 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 折 り 畳 み 可 能 な ト ッ プ プ レ ス 式 バ ル ー ン 構 造 で あ っ て 、 眼 球 の 筋 膜 内 に 設 け ら れ る よ う  
に 構 成 さ れ る バ ル ー ン 本 体 と 、 自 己 閉 鎖 可 能 な ド レ ナ ー ジ 部 材 と を 含 み 、 前 記 バ ル ー ン 本  
体 は 、 生 理 食 塩 水 ま た は 空 気 が 充 填 さ れ る バ ル ー ン キ ャ ビ テ ィ を 有 し 、 前 記 バ ル ー ン 本 体  
は 、 平 面 状 を 呈 す る 第 １ 表 面 と 、 曲 面 状 を 呈 す る 第 ２ 表 面 と 、 を 有 し 、 前 記 バ ル ー ン 本 体  
は 、 前 記 第 １ 表 面 に 沿 う 高 さ が ０ ． ２ ｃ ｍ ～ ２ ． ０ ｃ ｍ で あ り 、 前 記 ド レ ナ ー ジ 部 材 は 、  
前 記 バ ル ー ン 本 体 の 第 ２ 表 面 に 接 続 さ れ 、 且 つ 前 記 バ ル ー ン キ ャ ビ テ ィ に 連 通 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 一 実 施 例 に お い て 、 前 記 ド レ ナ ー ジ 部 材 に お け る 一 表 面 は 、 前 記 第 １ 表 面 と 共 面 で あ る  
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 一 実 施 例 に お い て 、 前 記 ド レ ナ ー ジ 部 材 は 、 ド レ ナ ー ジ 管 及 び ド レ ナ ー ジ 弁 を 含 み 、 前  
記 ド レ ナ ー ジ 弁 は 、 前 記 ド レ ナ ー ジ 管 を 介 し て バ ル ー ン 本 体 に 接 続 さ れ 、 且 つ 前 記 バ ル ー  
ン キ ャ ビ テ ィ に 連 通 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 一 実 施 例 に お い て 、 前 記 ド レ ナ ー ジ 弁 の 外 面 は 曲 面 状 を 呈 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 一 実 施 例 に お い て 、 前 記 ド レ ナ ー ジ 弁 は 筒 状 構 造 を 呈 し 、 且 つ 、 前 記 ド レ ナ ー ジ 弁 は 、  
径 方 向 サ イ ズ が 前 記 ド レ ナ ー ジ 管 に 接 続 さ れ た 一 端 か ら 対 向 す る 他 端 へ 徐 々 に 減 少 し て い  
る 。
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【 ０ ０ １ ０ 】
　 一 実 施 例 に お い て 、 前 記 ド レ ナ ー ジ 弁 は 、 最 大 径 方 向 サ イ ズ が ０ ． １ ｃ ｍ ～ １ ． ０ ｃ ｍ  
で あ り 、 最 小 径 方 向 サ イ ズ が ０ ． １ ｃ ｍ ～ １ ． ０ ｃ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 一 実 施 例 に お い て 、 前 記 ド レ ナ ー ジ 管 の 管 径 は 、 前 記 ド レ ナ ー ジ 弁 の 最 小 径 方 向 サ イ ズ  
よ り も 小 さ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 一 実 施 例 に お い て 、 固 定 体 を さ ら に 含 み 、 前 記 固 定 体 は 、 前 記 バ ル ー ン 本 体 の 第 ２ 表 面  
に 接 続 さ れ 、 前 記 固 定 体 の 外 向 き の 端 部 は 丸 み を 帯 び て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 一 実 施 例 に お い て 、 前 記 固 定 体 の 数 は 少 な く と も ２ つ で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 一 実 施 例 に お い て 、 少 な く と も 一 対 の 前 記 固 定 体 は 、 対 向 位 置 で 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 折 り 畳 み 可 能 な ト ッ プ プ レ ス 式 バ ル ー ン 構 造 は 下 記 の 有 益 な 效 果 を 有 す る 。
　 （ １ ） 本 発 明 の 折 り 畳 み 可 能 な ト ッ プ プ レ ス 式 バ ル ー ン 構 造 で は 、 バ ル ー ン 本 体 は 、 平  
面 状 を 呈 す る 第 １ 表 面 と 、 曲 面 状 を 呈 す る 第 ２ 表 面 と を 有 し 、 バ ル ー ン 本 体 は 、 前 記 第 １  
表 面 に 沿 う 高 さ が ０ ． ２ ｃ ｍ ～ ２ ． ０ ｃ ｍ で あ る た め 、 眼 球 の 筋 膜 の 下 へ の 埋 め 込 み に よ  
り 適 し 、 従 来 技 術 の よ う に 硝 子 体 腔 内 に 埋 め 込 ま れ る 必 要 が な い 。 眼 球 の 筋 膜 の 下 へ の 埋  
め 込 み の 役 割 は 、 よ り 柔 軟 で あ る ト ッ プ プ レ ス 物 と し て 、 外 力 で 剥 離 し た 網 膜 と 剥 離 部 位  
を 貼 り 合 わ せ 、 さ ら に レ ー ザ ー 又 は 凝 縮 に よ り 裂 孔 を 密 閉 し て 、 治 療 の 効 果 を 奏 す る こ と  
で あ る 。
　 （ ２ ） バ ル ー ン キ ャ ビ テ ィ の 内 部 充 填 物 は 従 来 技 術 と 異 な り 、 従 来 技 術 の 充 填 物 質 は シ  
リ コ ー ン オ イ ル で あ り 、 シ リ コ ー ン オ イ ル 分 子 の 直 径 は バ ル ー ン 表 面 の 細 孔 よ り も 大 き い  
た め 、 シ リ コ ー ン オ イ ル は 滲 出 す る こ と な く 、 眼 内 に 永 久 的 に 保 存 す る こ と が で き る 一 方  
、 本 発 明 の バ ル ー ン キ ャ ビ テ ィ の 内 部 充 填 物 は 生 理 食 塩 水 又 は 空 気 で あ り 、 水 分 子 及 び ガ  
ス 分 子 の 孔 径 は バ ル ー ン 表 面 の 細 孔 よ り も 小 さ い た め 、 徐 々 に 浸 透 し 、 埋 め 込 み 部 位 で の  
バ ル ー ン の ト ッ プ プ レ ス 作 用 は 、 術 後 の 患 者 の 回 復 状 況 に 伴 っ て 徐 々 に 低 下 し 、 患 者 の 術  
後 癒 合 に 至 っ た ら 、 バ ル ー ン を 穿 刺 し 、 内 部 の 充 填 媒 体 を 排 出 し 、 又 は 当 該 バ ル ー ン を 直  
接 取 り 出 す 。
　 （ ３ ） 前 記 ド レ ナ ー ジ 弁 は 、 筒 状 構 造 を 呈 し 、 且 つ 前 記 ド レ ナ ー ジ 弁 の 径 方 向 サ イ ズ は  
前 記 ド レ ナ ー ジ 管 に 接 続 さ れ た 一 端 か ら 対 向 す る 他 端 へ 徐 々 に 減 少 し て い る 。 ド レ ナ ー ジ  
弁 を 円 台 構 造 に 設 計 す る こ と に よ り 、 ド レ ナ ー ジ 弁 の 体 積 を 効 果 的 に 縮 小 し て 、 バ ル ー ン  
を 球 筋 膜 下 へ の 埋 め 込 み に よ り 適 し た も の に す る 。
　 （ ４ ） 本 発 明 で は 、 バ ル ー ン 本 体 の 両 側 に 固 定 体 が 追 加 さ れ 、 当 該 固 定 体 の 作 用 は 、 バ  
ル ー ン 本 体 を 固 定 し 、 バ ル ー ン 本 体 の 変 位 を 防 止 し 、 折 り 畳 み 可 能 な ト ッ プ プ レ ス 式 バ ル  
ー ン 構 造 の 安 定 性 を 向 上 さ せ 、 治 療 効 果 を 向 上 さ せ る こ と で あ る 。
　 （ ５ ） 本 発 明 で は 、 バ ル ー ン 本 体 が 眼 球 の 筋 膜 下 で 埋 め 込 ま れ 、 バ ル ー ン 本 体 の 内 部 に  
媒 体 を 充 填 す る こ と で 裂 孔 を ト ッ プ プ レ ス し て 密 閉 す る 。 従 来 技 術 に お け る 強 膜 バ ッ ク ル  
と 比 較 す る と 、 本 発 明 で は バ ッ ク ル を 固 定 す る 必 要 が な く 、 ド レ ナ ー ジ 部 材 の 部 位 を 縫 合  
し て 固 定 し て 、 変 位 を 防 止 す れ ば い い た め 、 手 術 中 の 切 開 範 囲 を 小 さ く す る こ と が で き る  
。 ま た 、 バ ッ ク ル 固 定 の 必 要 が な い た め 、 眼 外 筋 を 伸 ば さ ず 、 患 者 の 手 術 後 の 不 快 感 が な  
い 。 し か も 、 手 術 の 操 作 が 簡 単 で 、 難 易 度 が 低 い た め 、 手 術 に 必 要 な 時 間 が 大 幅 に 短 縮 さ  
れ る 。 さ ら に 、 本 発 明 の 折 り 畳 み 可 能 な ト ッ プ プ レ ス 式 バ ル ー ン 構 造 は 、 埋 め 込 み 時 に 硝  
子 体 内 腔 の 操 作 に 関 し な い た め 、 人 間 の 目 の 自 然 な 硝 子 体 に 対 し て 干 渉 を 有 さ ず 、 患 者 の  
本 来 の 自 然 な 硝 子 体 が 保 留 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 例 の 折 り 畳 み 可 能 な ト ッ プ プ レ ス 式 バ ル ー ン 構 造 の 概 略  
図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 図 ２ は 、 図 １ に 示 す 折 り 畳 み 可 能 な ト ッ プ プ レ ス 式 バ ル ー ン 構 造 の ド レ ナ ー ジ 部  
材 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 図 １ に 示 す 折 り 畳 み 可 能 な ト ッ プ プ レ ス 式 バ ル ー ン 構 造 の 取 付 部 位 を 示  
す 概 略 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 理 解 を 容 易 に す る た め に 、 以 下 、 関 連 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 を よ り 全 面 的 に 説  
明 す る 。 図 面 に は 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 が 与 え ら れ る 。 し か し 、 本 発 明 は 多 く の 異 な  
る 形 態 で 実 現 す る こ と が で き 、 本 明 細 書 に 記 載 さ れ る 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。  
逆 に 、 こ れ ら の 実 施 例 を 提 供 す る 目 的 と し て は 、 本 発 明 の 開 示 内 容 を よ り 徹 底 的 且 つ 包 括  
的 に 理 解 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 な お 、 素 子 は 他 方 の 素 子 「 に 固 定 さ れ る 」 と 呼 ば れ る 場 合 に 、 他 方 の 素 子 に 直 接 固 定 さ  
れ て も よ く 、 又 は 中 間 素 子 が 存 在 し て も よ い 。 一 方 の 素 子 は 、 他 方 の 素 子 に 「 接 続 さ れ る  
」 と 考 え ら れ る 場 合 に 、 他 方 の 素 子 に 直 接 接 続 さ れ て も よ く 、 又 は 中 間 素 子 が 同 時 に 存 在  
す る 可 能 性 が あ る 。 一 方 の 素 子 は 、 他 方 の 素 子 に 「 取 付 ら れ る 」 と 考 え ら れ る 場 合 に 、 他  
方 の 素 子 に 直 接 取 り 付 け ら れ て も よ く 、 又 は 中 間 素 子 が 同 時 に 存 在 す る 可 能 性 が あ る 。 一  
方 の 素 子 は 、 他 方 の 素 子 に 「 設 け ら れ る 」 と 考 え ら れ る 場 合 に 、 他 方 の 素 子 に 直 接 設 け ら  
れ て も よ く 、 又 は 中 間 素 子 が 同 時 に 存 在 す る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 特 別 な 定 義 が な い 限 り 、 本 明 細 書 で 使 用 さ れ る 全 て の 技 術 及 び 科 学 的 用 語 は 当 業 者 が 一  
般 的 に 理 解 す る 意 味 と 同 じ で あ る 。 本 発 明 の 明 細 書 に 使 用 さ れ る 用 語 は 具 体 的 な 実 施 例 を  
説 明 す る 目 的 で あ る に 過 ぎ な く 、 本 発 明 を 限 定 す る も の で は な い 。 本 明 細 書 で 使 用 さ れ る  
用 語 「 及 び ／ 又 は 」 は 一 つ 又 は 複 数 の 関 連 す る 列 挙 さ れ た 項 目 の 任 意 又 は 全 て の 組 み 合 わ  
せ を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 一 実 施 例 で は 、 眼 球 の 筋 膜 内 に 設 け ら れ る よ う に 構 成 さ れ  
る バ ル ー ン 本 体 １ ０ ０ と 、 自 己 閉 鎖 可 能 な ド レ ナ ー ジ 部 材 ２ ０ ０ を 含 む 折 り 畳 み 可 能 な ト  
ッ プ プ レ ス 式 バ ル ー ン 構 造 １ ０ が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 バ ル ー ン 本 体 １ ０ ０ は 、 生 理 食 塩 水 ま た は 空 気 が 充 填 さ れ る バ ル ー ン キ ャ ビ テ ィ を 有 す  
る 。 バ ル ー ン キ ャ ビ テ ィ の 内 部 充 填 物 は 従 来 技 術 と 異 な り 、 従 来 技 術 の 充 填 物 質 は シ リ コ  
ー ン オ イ ル で あ り 、 シ リ コ ー ン オ イ ル 分 子 の 直 径 は バ ル ー ン 表 面 の 細 孔 よ り も 大 き い た め  
、 シ リ コ ー ン オ イ ル は 滲 出 す る こ と な く 、 眼 内 に 永 久 的 に 保 存 す る こ と が で き る 一 方 、 本  
発 明 の バ ル ー ン キ ャ ビ テ ィ の 内 部 充 填 物 は 生 理 食 塩 水 又 は 空 気 で あ り 、 水 分 子 及 び ガ ス 分  
子 の 孔 径 は バ ル ー ン 表 面 の 細 孔 よ り も 小 さ い た め 、 徐 々 に 浸 透 し 、 埋 め 込 み 部 位 で の バ ル  
ー ン の ト ッ プ プ レ ス 作 用 は 、 術 後 の 患 者 の 回 復 状 況 に 伴 っ て 徐 々 に 低 下 し 、 患 者 の 術 後 癒  
合 に 至 っ た ら 、 バ ル ー ン を 穿 刺 し 、 内 部 の 充 填 媒 体 を 排 出 し 、 又 は 当 該 バ ル ー ン を 直 接 取  
り 出 す 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 バ ル ー ン 本 体 １ ０ ０ は 、 平 面 状 を 呈 す る 第 １ 表 面 １ １ ０ と 、 曲 面 状 を 呈 す る 第 ２ 表 面 １  
２ ０ と を 有 す る 。 バ ル ー ン 本 体 １ ０ ０ は 、 第 １ 表 面 １ １ ０ に 沿 う 高 さ が ０ ． ２ ｃ ｍ ～ ２ ．  
０ ｃ ｍ で あ り 、 ド レ ナ ー ジ 部 材 ２ ０ ０ は 、 バ ル ー ン 本 体 １ ０ ０ の 第 ２ 表 面 １ ２ ０ に 固 定 接  
続 さ れ 、 且 つ バ ル ー ン キ ャ ビ テ ィ に 連 通 す る 。 本 発 明 の 折 り 畳 み 可 能 な ト ッ プ プ レ ス 式 バ  
ル ー ン 構 造 １ ０ で は 、 バ ル ー ン 本 体 １ ０ ０ は 、 平 面 状 を 呈 す る 第 １ 表 面 １ １ ０ と 、 曲 面 状  
を 呈 す る 第 ２ 表 面 １ ２ ０ と を 有 し 、 バ ル ー ン 本 体 １ ０ ０ は 、 第 １ 表 面 １ １ ０ に 沿 う 高 さ が  
０ ． ２ ｃ ｍ ～ ２ ． ０ ｃ ｍ で あ る た め 、 眼 球 の 筋 膜 の 下 へ の 埋 め 込 み に よ り 適 し 、 従 来 技 術  
の よ う に 硝 子 体 腔 内 に 埋 め 込 ま れ る 必 要 が な い 。 眼 球 の 筋 膜 の 下 へ の 埋 め 込 み の 役 割 は 、  
よ り 柔 軟 で あ る ト ッ プ プ レ ス 物 と し て 、 外 力 で 剥 離 し た 網 膜 と 剥 離 部 位 を 貼 り 合 わ せ 、 さ  
ら に レ ー ザ ー 又 は 凝 縮 に よ り 裂 孔 を 密 閉 し て 、 治 療 の 効 果 を 奏 す る こ と で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
　 好 ま し く は 、 第 ２ 表 面 １ ２ ０ は 球 面 状 を 呈 す る 。 こ の よ う に 、 バ ル ー ン 本 体 １ ０ ０ は 球  
冠 構 造 を 呈 す る よ う に な る 。 球 冠 構 造 の バ ル ー ン 本 体 １ ０ ０ は 、 眼 球 の 筋 膜 下 の 部 位 に 最  
大 限 に 適 応 し 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 眼 部 の 異 物 感 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 さ ら に 、 ド レ ナ ー ジ 部 材 ２ ０ ０ に お け る 一 表 面 は 、 第 １ 表 面 １ １ ０ と 共 面 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 ド レ ナ ー ジ 部 材 ２ ０ ０ は 、 ド レ ナ ー ジ 管 ２ ２ ０ 及 び ド レ ナ ー ジ 弁 ２ １ ０ を 含 み  
、 ド レ ナ ー ジ 弁 ２ １ ０ は 、 ド レ ナ ー ジ 管 ２ ２ ０ を 介 し て バ ル ー ン 本 体 １ １ ０ に 接 続 さ れ 、  
且 つ バ ル ー ン キ ャ ビ テ ィ に 連 通 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 好 ま し く は 、 ド レ ナ ー ジ 弁 ２ １ ０ の 外 面 は 曲 面 状 を 呈 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 他 の 実 施 例 に お い て 、 ド レ ナ ー ジ 弁 ２ １ ０ は 筒 状 構 造 を 呈 す る 。 ド レ ナ ー ジ 弁 ２ １ ０ は  
、 円 筒 状 構 造 を 呈 し 、 且 つ 、 流 体 排 出 弁 ２ １ ０ の 径 方 向 サ イ ズ が ド レ ナ ー ジ 管 ２ ２ ０ に 接  
続 さ れ た 一 端 か ら 対 向 す る 他 端 へ 徐 々 に 減 少 し て い る こ と が 好 ま し く い 。 ド レ ナ ー ジ 弁 ２  
１ ０ は 、 筒 状 構 造 を 呈 し 、 且 つ 流 体 排 出 弁 ２ １ ０ の 径 方 向 サ イ ズ は ド レ ナ ー ジ 管 ２ ２ ０ に  
接 続 さ れ た 一 端 か ら 対 向 す る 他 端 へ 徐 々 に 減 少 し て い る よ う に 、 ド レ ナ ー ジ 弁 ２ １ ０ を 円  
台 構 造 に 設 計 す る こ と に よ り 、 ド レ ナ ー ジ 弁 ２ １ ０ の 体 積 を 効 果 的 に 縮 小 し て 、 バ ル ー ン  
を 球 筋 膜 下 へ の 埋 め 込 み に よ り 適 し た も の に す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 さ ら に 、 ド レ ナ ー ジ 弁 ２ １ ０ は 、 最 大 径 方 向 サ イ ズ が ０ ． １ ｃ ｍ ～ １ ． ０ ｃ ｍ で あ り 、  
最 小 径 方 向 サ イ ズ が ０ ． １ ｃ ｍ ～ １ ． ０ ｃ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 さ ら に 、 ド レ ナ ー ジ 管 ２ ２ ０ の 管 径 は 、 ド レ ナ ー ジ 弁 ２ １ ０ の 最 小 径 方 向 サ イ ズ よ り も  
小 さ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 他 の 実 施 例 に お い て 、 本 発 明 の 折 り 畳 み 可 能 な ト ッ プ プ レ ス 式 バ ル ー ン 構 造 １ ０ は 、 固  
定 体 ３ ０ ０ を さ ら に 含 む 。 固 定 体 ３ ０ ０ は 、 バ ル ー ン 本 体 １ ０ ０ の 第 ２ 表 面 １ ２ ０ に 取 り  
付 け ら れ て い る 。 本 発 明 で は 、 バ ル ー ン 本 体 １ ０ ０ の 両 側 に 固 定 体 ３ ０ ０ が 追 加 さ れ 、 当  
該 固 定 体 ３ ０ ０ の 作 用 は 、 バ ル ー ン 本 体 １ ０ ０ を 固 定 し 、 バ ル ー ン 本 体 １ ０ ０ の 変 位 を 防  
止 し 、 折 り 畳 み 可 能 な ト ッ プ プ レ ス 式 バ ル ー ン 構 造 １ ０ の 安 定 性 を 向 上 さ せ 、 治 療 効 果 を  
向 上 さ せ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 好 ま し く は 、 固 定 体 ３ ０ ０ の 数 は 少 な く と も ２ つ で あ る 。 少 な く と も 一 対 の 固 定 体 は 、  
対 向 位 置 で 配 置 さ れ る 。 図 １ を 参 照 す る と 、 固 定 体 ３ ０ ０ の 数 は ２ つ 示 さ れ た が 、 他 の 実  
施 例 に お い て 、 固 定 体 ３ ０ ０ の 数 は 、 他 の 数 、 例 え ば ３ つ 、 ４ つ 等 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 さ ら に 、 固 定 体 ３ ０ ０ は 、 長 尺 状 を 呈 し 、 固 定 体 ３ ０ ０ の 外 向 き の 端 部 は 丸 み を 帯 び て  
い る 。 丸 み を 帯 び た 端 部 は 、 固 定 体 ３ ０ ０ が 眼 球 に 埋 め 込 ま れ た 後 の 異 物 感 を 低 減 し 、 治  
療 効 果 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 で は 、 バ ル ー ン 本 体 １ ０ ０ が 眼 球 の 筋 膜 下 で 埋 め 込 ま れ 、 バ ル ー ン 本 体 １ ０ ０ の  
内 部 に 媒 体 を 充 填 す る こ と で 裂 孔 を ト ッ プ プ レ ス し て 密 閉 す る 。 従 来 技 術 に お け る 強 膜 バ  
ッ ク ル と 比 較 す る と 、 本 発 明 で は バ ッ ク ル を 固 定 す る 必 要 が な く 、 ド レ ナ ー ジ 部 材 ２ ０ ０  
の 部 位 を 縫 合 し て 固 定 し て 、 変 位 を 防 止 す れ ば い い た め 、 手 術 中 の 切 開 範 囲 を 小 さ く す る  
こ と が で き る 。 ま た 、 バ ッ ク ル 固 定 の 必 要 が な い た め 、 眼 外 筋 を 伸 ば さ ず 、 患 者 の 手 術 後  
の 不 快 感 が な く 、 手 術 の 操 作 が 簡 単 で 、 難 易 度 が 低 く 、 手 術 に 必 要 な 時 間 が 大 幅 に 短 縮 さ  
れ る 。 さ ら に 、 本 発 明 の 折 り 畳 み 可 能 な ト ッ プ プ レ ス 式 バ ル ー ン 構 造 １ ０ は 、 埋 め 込 み 時  
に 硝 子 体 内 腔 の 操 作 に 関 し な い た め 、 人 間 の 目 の 自 然 な 硝 子 体 に 対 し て 干 渉 を 有 さ ず 、 患  
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者 の 本 来 の 自 然 な 硝 子 体 が 保 留 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 記 実 施 例 の 折 り 畳 み 可 能 な ト ッ プ プ レ ス 式 バ ル ー ン は 、 眼 球 の 筋 膜 の 下 へ の 埋 め 込 み  
に 使 用 さ れ 、 、 外 路 の 裂 孔 原 性 網 膜 剥 離 を 治 療 す る た め の 手 術 に 用 い ら れ る 。 こ の 手 術 は  
既 に 多 く の 例 で 実 施 さ れ 、 手 術 後 に い ず れ も 裂 孔 原 性 網 膜 剥 離 を 治 療 す る 効 果 を 達 成 し た  
こ と に よ り 、 本 発 明 の 折 り 畳 み 可 能 な ト ッ プ プ レ ス 式 バ ル ー ン の 裂 孔 原 性 網 膜 剥 離 の 治 療  
へ の 新 た な 用 途 が 効 果 的 で あ る と 証 明 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 上 記 の 実 施 例 の 各 技 術 的 特 徴 は 任 意 の 組 み 合 わ せ を 行 う こ と が で き る 。 説 明 を 簡 潔 に す  
る た め に 、 上 記 実 施 例 に お け る 各 技 術 的 特 徴 の す べ て の 可 能 な 組 み 合 わ せ に つ い て 説 明 し  
て い な い が 、 こ れ ら の 技 術 的 特 徴 の 組 み 合 わ せ に 矛 盾 が な い 限 り 、 い ず れ も 本 明 細 書 に 記  
載 の 範 囲 で あ る と 考 え ら れ る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 上 記 の 実 施 例 は 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 の み を 示 し 、 そ の 説 明 は 具 体 的 且 つ 詳 細 で  
あ る が 、 こ れ に よ っ て 本 発 明 の 特 許 範 囲 を 限 定 す る も の と 理 解 す べ き で は な い 。 な お 、 当  
業 者 に と っ て 、 本 発 明 の 構 想 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 い く つ か の 変 形 及 び 改 良 を 行 う こ と  
が で き 、 こ れ ら は い ず れ も 本 発 明 の 保 護 範 囲 に 属 す る 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 保 護 範 囲 は  
添 付 す る 特 許 請 求 の 範 囲 を 基 準 と す べ き で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 １ ０   折 り 畳 み 可 能 な ト ッ プ プ レ ス 式 バ ル ー ン 構 造
　 １ ０ ０   バ ル ー ン 本 体
　 １ １ ０   第 １ 表 面
　 １ ２ ０   第 ２ 表 面
　 ２ ０ ０   ド レ ナ ー ジ 部 材
　 ２ １ ０   ド レ ナ ー ジ 弁
　 ２ ２ ０   ド レ ナ ー ジ 管
　 ３ ０ ０   固 定 体
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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